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昭和47号j月51日

息体右ボ■ノ）Lr・ノム中丸会

盲軌毘令弟駆日々捧素や十か射乙につ、＼ての皆村が

玖架上がリj L rて刀で、神立胃乾しヨす。

内払射てついて、和跨れ碑桐畑、Jてゝ一け机ヨ・亨∨ゝ

と遭いヨす。言イて同封絃しま　L rこアンケートは、畠

体　に　目す為銀精め鶉射しヵ首夢日韓　た、、とだ、いこ

ヨ　すので、矩再乙入守一上、如き斑－jJJ：ら乾よく　でいた・

浸けれ甘薯、、七一普・＼、ヨ寸。宣タンア弓を射冒し淀■

＼＼射線ご曳相打」仁、、ヒ莞、、ヨ孝二

．ゝ1
；′　r

高音壷井∴一ルナー∠／、汀ノ）し（孝一卑）

丸促高射いいや青線摘料与対日．纏綿紅

イ二ノア／■ト
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2　軸及個展

0）薇何或は肇喜べし一ポノル∫考、甘言バし一ボール4宮を俊昭

する。

物　為永掛ま思里のわいむのにし、絶堤とねるもの丈与営摘猪す

るを底けらを鮭の匪酢まき番切られる。

由　孝ヅトは一般バレーボノルの公猪キ、ソト1度用する。

あさ　1吼06仁机

3　恕魚名急げ良基

Ml十一ム瓜息女軋庸6恩でっで、うちヨ老＝ま全島で、豆け机ば王

らせい．〔全毎がいない場合は日がくL Lする）

国　を蚤渡島は犬離して和宏律緩緒律に射り対し、前指圧持全島、絃街

にt子亀香城が人も。

【ゴ）絃題かまコートへ和則のベン二日：名車†れIfrよらイよい。

4　正式線路

∽　五日纏組は、3且、ノ　乞汚，，い、2七ソト乾免の才一んも麿ち

とする．捜し、1吃りトに‖徳イン十とすろ。

拉）由子一んはセ・ノト諒にコートを支援するp

lち）をモリト註l二10オー】しの碑lここユー久を汚Tiい、亘れ測葺、言2

点見取も贈ちとする¢



5　サ」ブ（サーヒ久）

〔リ　ヤーフ・1劇化萌が、統合裾こも雷に堤かしてあく。

（2）試合恥摘功サーブ雄は商ケ一山のi鳩の間で耳のておくけ

（3）サーフ、’、服招られri′ブっr：瑠告はチエン上す一ケとrjるむ

く4）嘗利の含頑を鱈ト、てけ、らす／イ・頼り。

出　サノブも行ねうずしヤーは「いくよ∴′いいか、J riどの各層をすう。

ゼ功碑Lシープすら復帰日昌考は∴周忌虻守ぺした㌦rO克つj　に粛噛

すろ過一幸iL弓くて滝riちか、。夏Lシーバ’ノク）通牒ヵ、ら言動111喝

tこサーブをし弓いと産別（オー人∴一タイムリとなる。

占　作巌タイム

（り　碓戟タイhlまえ碑文は塩竃石膏戒で、ざるが、浸㌔躍正一JLdトソドの

璃告に姫机

も2）垂衣やぎか∃甑目せ、ソト2回∴1位‖二　分間の尊威武でざる。

7　抱洩一超錫

（り　嘗紬二村するノ用の揖鼓は誰新弓い。

しこ）劇畑こ措了左官励ま主端　通じ　行豆わr．まけ九ははらない。

し封　主濱烏ラつ弓主監を両耳して斥道場を今守る：と玖lそ・さる．

タ　喘息日付ンり

愕音烏サーフ混沌掃一よ、のと、バース碩与才一と、句ミス‘TJ川口凄r

れる。

9　施曜削属施

工払烙倉は、サー叫短刀こうつ1たり、ノでイントにrfう．

日）サノトトアウト（S混一〇LJ）　　　宥r rて木一ル万ミ新車＋ノムのす

タ、リブL十アですイドライン乙酎っ巨場合盲いう。考の裸、留刺はr何

怒、サ‖tIダウト」ヒ．、釦射こ触折こ立ノ与力患弓い、う．

（？〕エンドアウト（Ev、良一汎止〕　　　打1r二木二JLがエニF■ラインf如

み二と．巨、〕。

（　＼
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（勾〕′車ントノト　んこ∧もーと研五・ム乱彪J　　　苗約㌦温き嗅丁

った・j′二一ルりこ、かしバ臍下を正史射て通り、コートにも落ちす㌦　コート

哨♂盈打　も紬丸す、にラ十ン　王射る二　と。

（4）オーバ、一・オ・ゾト〔釦かr・一′止J iリしか亨七二　ダーライン

史は、ギォ皇直初JIj、五一一し■二瓶Jt乙いる遠ノ手刀：喜連以上、象借の

ど功卯揚〃・を鼓した場合。

刷・寺、ノ上すノバー（ノ也一押むり　　　斬ったノ仁一ノ川、各、膏

の上1時より上にこい、て弾ま刷コ一日ご入った堵合さ

（）・武一ルヂ㌦ンナ（〟詭∠専〕　　盟きヵご木一ノしぎ指名上げるこ

し雪盲、うりボノル左掲っい才、向享又は片手丈け身拝所どの帝命がぎ

卸間しこ、雪間寸前止の成敗にす●如＼、落下透通′て逆らうよう万才甲ん

有言　し　た場合モえう。

（7）ドリブル〔‰払〕　　　　周一滋彦が痩息国教以上′＝連結L Z

来一ノ」に触れ呑鴫を蔓まう。楓定の寸衰細銅nlg、明接は7臥せ毒

は2回ヒ　す合。

刷　キリワ一本一汁〔拓読一gんαJ j射抒〝こ鉦鼻l二五一1し盲蹴り、

写れ宇軌矩11ま攻撃l二イ吏う鴫合。

用　オーバー・ダイム〔（‰机一息，α）　　　ガールの瑠師ヨ数が言定日入

関で、席≠コート閏に凄戒で千万がつた埼合、且ボールウニー？クリフ・エ

リタ伯て、ち約1和人上開止していドリ、房－一旦享かち紆以上ボール／て解

れてい㌍燭をいう。

（′¢）ラインワロスrL由一乙－仰，オーバ∴一ライン〕　　　サーブめ輝

に1ントラインより裾：射手が翫巨場合、あ．ないは■ぅィンを緒んた堵

合を乙穴史、施餌付ノアアリア1リア関に入ったり、夙ろし、ほアタソ

づウインそ鮨ん正、場合†あう。

（り〕ヒ・ノ十（〝よ）　　　打った五一ル妖正礎lて．相手側ユートど戯・ナ

た場合をし、う。

岬　方向鰯右　　　ボールのイ立逓　示す名東に値すみ皐てまつ杏場合。



／）‖リターン　払仇

リブーンLlま、十ノんの娼舶眉着古がち1ヨ以内甘粕吏コートに適確するこ

とである。

（り　全島の1切の璃解Ln r洞亀て打つ⊥　である．艦レ、ネ射て疎音のポ

ー軋りご縛れみのげ1回ヒ乳TJ丁・iい。

田　窮楓はL■んわれ句、ピー乙わ堵酢　どいJ坪如二■顔れ了も丁在7とカリり．

（刀　如拙上も・告を1罰急、折周埠lこ離れても、Il舅いかれ

（五）釘一畳狛持　けて2匹私祇すみこL力こそチ互い小㌦　掌ットにげすった

錫合の甚南鬼離れろニー」ができ右

目　　富出　　題鴫）

／、＼
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QGニJ鼻’嗅号乃Tti筆てり一、人

∫い叫rL・損、騨0色せ亮こげ古呼暴咽動針㌢・摘gり一寸し（－）

竣号堺
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7．で、ヲト

（り　着通軍産に審摘

fユ）全島の町野争符丁四郷てみいて、・いけ′Jう‘カニかTJ＞ア片〆ノL／こ磨れぐむ

バ、リグ一打アウトとり亨．，ニ∂堵含、適量．．毘撃、．硝澱7dL－／rTJl、古

の（すら。

即　今も打打　7て色′プラ・号数高富′T′才一L壁たkk・いり易㌻アきん

・こ・r・5．．

刷　明き針ゴワンノ、ウトて打フてく　′′からブいし、文意麿帰し一レ

タ、夏の勉

（り覇軌っ蕃i易野戒Jて写れる

何今転けユロ水差・一）し蔓打ち、一色〆フライ⊥〔蔓請う恒永覚亀すれゴ▲ヒープ

し†J、J F、

（　＼
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二、ペ†1し才イ・大枠フ　嘉子琵精霊誓禦告
日日　で矯7月も功七、、位の蕊手指コ■、一江ノ
iりイ　射て玖ていイ‡け机はTjらrさ　へサ

囲間射中れロノブ　　　毅射て殖恒動写巨鯨奮した感官（すすえ

い　シ　ソ1、才づ耳目パ税別昏守は束娩呵）の断うん細うり

で巧で痘離、一帖入貢い結いかさら万いp
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やあるこ丁ケく凝て1∴よく、雄索引ゴか平そ如亨LJ一く要しくけ、・ノカーの憂
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（よさ；キームヲ～ゝ岳痍蓬j

iユ）▼爵ナノ人の妾宅右上ら7「ヱこぞト失言て才一照一つ童仁風′替るダ

ニカ　キ一打才コ一札ラナン木簸ろ灯ろうユサイ享子りフ　ぞ杏rJう．

拝1才一字しこヰした木、一江∴兼キ畔か逆子はトト一豆二万　しバ㍉くL

肇†占いすご打ち・ニューーテぅ　しタラ1∵伊西畑から嘉頼通を♂

二か潟合うiヨ‡稗史と育ちフ・ミづしここてか」由とU r与∵トソr

二つ・→パス招こう乍　←トン7h．メま招そししうク

追■　璧漂鳥言ユートした．仁一iLか㊥才一ルライ　ン、㊤シューティン

十再∴り幾1J十日∵7仁子わー，仁とさ／藍を与え古紙そ。

」七　十和　すノ　十拝も愕手。廻し　ユーティ　ニプ・ライン巧きめ

や－らメ’ドニリン　畑・つ吾電子（サイトアウト）軋相手剰斥緒

言、ヒノ亮等。

出　ハ工巨上守、巨弓；し、r一ノJ－フ′f L＼、う工オーバー

誓吊iF擁為も騨キ刷持上∴丁・1㌦

、　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　、

「



（6）卓　球
1　コート

〔り　穏足したテーブルの上面をコートヒし、写れこ祝えしたプレ一人が、

知りっ氷られたもめ五枚昭子も。

子
ノ
ド
ゥ
L
l
か

r

r

2　配点相星
■　　1

0）ボー沌相8本尊戎鴇色先皇戌t康成）電穐持し、卑小やrあさ2欄．

とらい（朝i入れろ．

軸　うすりし　く普通音感魚碗虎も虎）

3　プ○し一

晩托各が＿峯ヅトの千号孟ヴ、考の碗液量の専蕗いいこ亙Ta庁・、え

ーェェ　r77　一山にデッキも・fうもすう戒と毎夜コート粥で硝き画の寺

格コートド慮iちオ㌧丸首エン㌻フL一んにタッ与Lようとす魯或Lし

て打ち且‡；t‡くI且ずアし一㌢あき。すべてホ’一lLはコート土‡こ

ろげ■ろJうl：打たれうむ功と寸々。

4　シン；HLl

（一滴敗●　け・一ムの腐敗l‡〃点も見知tた敬敢為ど月机すみ。ただし

ルナ一ルハ鴫11ごユースヒL L鼠盈仮した太り首とすき．

tZ）エンド色げサーバーの凍え　　ここト●及び1すり1－1たけしシー八、一

の盈化けをマリすごいこごマンサンj戒める．

押下一ヒ・久　　サービスも1キーき、す＿バ、－1ま臼肴の唇商コートのほ

ぼや屯に球‡訂王手を球けらけrJL？巧、ら「汚くJl′⊥



の夢もれ†カ．轟鳴レン八一はすとィロに仏の法曹†下ろ。且今も囁い

て軒拍机≠動てす一・ヒl又もかうわわけ札はTJらわい。

サ′ビ久　綺r約・、やノバーのうr一ノトが片－）レlこぢ仁をほ鼻は卓鳩コ

ート指は中沢で射す恥かさら正し1．日こ吉和1昇りトのfLくじり、邦i首

の宮脇っ一卜吋一て入与か、3両巾7し－ム巨ク・ソケ司うJうに7－hrJlナ化

け†立ちTiい。

伍川9一ン　リターンヒ甘漁絶やにサービ久ぞ京たぷ一7レえけりターンされた

ボノl川ネットの下iくとり、魯璃祁寺側の啓鳴っ一十ド見目ようけ∴打た

れたむのい、う．

仏）キットイン　ネヤトに振れてもキ再の亨l血相・一ルけ　べ摘む＝寸々．

均す一ヒ1久・ケ壬ンジ　　ブチーム申す′ビスtJfンジす今日は．紆机減

点轟もばJ仇紹乱に†j・たし　であ　けすごユース施り旦　那と行　き1

－ビ久ヰ∫ンジり弓I；う。

珊レソト　：好の渇きレソトL LでガウントL万し、．

①　サーべ一打r年子〈Jlも句声t巧、叶わいトさ、まはレシーバー鱒「クだ．告

の声号n●岬わいうちにア′ttえが朽丁細れたヒJ

⑳（卯は泉日射摘牒手折拍こ1車：てのためにいて七号

副い（吏壕）ニ如接合はノーはま）として調音方lて7、乾て与えさ。

①†一ビ入も　みときドゥす・ソトも琶捲りした＝

◎　於－…√芽ットの乍盲くぐらりガフトリ、サ貯－いて細さtたとミ

◎　ホ一札が湘き嘲コーいて丸L rは，たり

の　サーとええけリターンさか仁木■′JLか卵尋コートイ緑止し寓とき

◎　相身のエンヤフいい二タ・ソケL Z当♂・孝一パウンドふ他牒虻虻ほ仲山

摘っ一十丸■寸卵書画いつし一ん上かふいとさ　　　　　　　　†

⑥・恭一′ルインついや・級拍量のプリ．一ハンrポコート上でガール…・几

rことき．

∫　ダフ・・几入（省略〕

′■l・←＼

ノ■■、＼＼
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